
様式第１号（第６条関係） 

会 議 録 

会 議 の 名 称 第７回さいたま市・岩槻市任意合併協議会 

開 催 日 時 
平成１６年３月２９日（月） 

１４時００分開会・１５時１５分閉会 

開 催 場 所 ときわ会館大ホール（さいたま市浦和区） 

議 長 氏 名 会長 兵藤 釗 

出 席 者 氏 名 別紙「出席委員名簿」のとおり 

事 務 局 氏 名 局長 宮澤 健二 外６名 

１ 議題 ２ 会議結果 

会 議 事 項 
別添「第７回さいたま市・岩槻市任

意合併協議会次第」のとおり 

 

 

（1） 報告事項について原案どお

り了承 

（2） 全協議事項について原案ど

おり決定 

（3） 全提案事項について持ち帰

り検討 

会 議 の 経 過 次ページのとおり 

会 議 資 料 別添「第７回さいたま市・岩槻市任意合併協議会資料」のとおり 

そ の 他 の 

必 要 事 項 
特になし 

確定年月日 記名押印 

会 議 録 の 確 定 
平成１６年３月３１日 

会長（議長） 

兵藤 釗 印 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 

兵藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 定刻となりましたので、ただいまから第７回さいたま市・岩槻市任意合併

協議会を開会させていただきます。 

委員の皆様には、お忙しいところご出席をいただきまして、大変ありがと

うございます。 

 議事に入るまでの間、司会進行を務めさせていただきます協議会事務局の

三次と申します。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、お手元の次第に基づきまして、会議を進めさせていただきます

が、まず、資料を確認させていただきます。 

 第７回さいたま市・岩槻市任意合併協議会の次第、２ページにわたってご

ざいますが、次第書でございます。次に、報告事項と記載してある表題、１

ページから２ページまでのもの。そして、同じく表題が協議事項と記載して

あるもの。１ページから 69 ページまでのつづりのものでございます。さらに、

それに付随しまして参考資料という表題で、同じく１ページから 69 ページま

でのもの。そして、提案事項という表題のもの。これが１ページから 12 ペー

ジまでのつづりでございます。そして、その提案事項の下に新市建設計画（素

案）という冊子、また、表題が新市建設計画（素案）とさいたま市及び岩槻

市の総合振興計画との関連としてありますＡ３判の用紙を三つ折りにしてご

ざいます参考資料。そして、最後に新市建設計画（素案）の概要、８ページ

つづりの計８組でございます。その他、本日の配布物ということで資料とは

別に第２号の協議会だより、さらに、さいたま市・岩槻市の地図のそれぞれ

各１部、お手元にお配りさせていただきました。 

 以上でございます。よろしくご確認をお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

 （「はい」の声あり） 

 

 それでは初めに、当協議会の兵藤会長からごあいさつをいただきます。 

 兵藤会長、よろしくお願いいたします。   

 

 第７回さいたま市・岩槻市任意合併協議会の開会に当たりまして、一言ご

あいさつを申し上げます。 

 委員の皆様には、平成 15 年度の年度末、極めてお忙しい中にもかかわらず、

本協議会にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。 

 もう早いもので、今回で７回目の協議会を迎えました。合併特例法の期限

も、ご案内のように、残りあと１年となっておりますが、おかげさまで、事

務事業の調整方針も大方まとまりつつある状況かと存じます。 

 これまでの委員の皆様のご協力に感謝申し上げる次第でございます。 

 本日は、新市建設計画素案のほか、多くの案件を提出させていただいてお

りますが、委員の皆様には特段のご協力を賜りますようお願いを申し上げま

して、簡単ではございますが、開会のあいさつとさせていただきます。 

 

 ありがとうございました。 

 これより議事に入らせていただきますが、会議の議長につきましては、協
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

議会規約第６条第１項の規定によりまして、会長に議長をお願いしたいと存

じます。 

委員の皆様、ご発言の際には、お手元にマイクをお持ちいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、兵藤会長、よろしくお願い申し上げます。 

 

 それでは、規約に基づきまして、議長を務めさせていただきます。 

なお、本日は、佐藤弘毅委員、それから中村一巖委員のお二人が所用で欠

席ということでございますが、「皆様によろしくお伝え願いたい。」とのこと

でございますので、ご報告をさせていただきます。 

 本協議会に提出させていただきました案件は、報告事項が１件、協議事項

24 件、そして提案事項４件、計合わせて 29 案件でございます。委員の皆様の

ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 それでは初めに、議事の（１）報告事項ですが、まず、報告第１号 行政

区の範囲、名称及び事務所の位置について事務局より説明を願います。 

 

 それでは、報告第１号 行政区の範囲、名称及び事務所の位置についてご

説明を申し上げます。 

 報告事項の資料１ページをご覧いただきたいと存じます。行政区の範囲、

名称及び事務所の位置の取扱い（案）について、別紙のとおり報告がなされ

ましたので、その内容についてご報告いたします。 

 次の２ページになりますけれども、本件につきましては、第４回任意合併

協議会において、行政区の範囲、名称及び事務所の位置の取扱い（案）につ

いて、さいたま市において検討するよう提案されたものでございまして、さ

いたま市より報告がありましたので、その内容を読ませていただきます。 

 「行政区の範囲、名称及び事務所の位置について（報告） 

 さいたま市において作成することとされました、合併することとなった場

合の岩槻市の行政区の範囲、名称及び事務所の位置についての取扱い案につ

きましては、岩槻市の要望を踏まえ、下記のとおりとりまとめましたので報

告いたします。 

記 

 １ 行政区の範囲 現在の岩槻市の区域をもって、ひとつの行政区とする。

 ２ 行政区の名称 岩槻区とする。 

 ３ 行政区の事務所の位置 岩槻市本町６丁目１番１号（現在の岩槻市役 

所）をもって、行政区の事務所の位置とする。」 

 以上がさいたま市より報告された内容でございます。 

なお、この件につきましては、岩槻市の要望に沿った内容でございますの

で、後ほど協議事項の議案としてご提案させていただきます。 

 以上でございます。 

 

 ただいま報告第１号につきまして、事務局より説明がありましたが、ご質

問などございますでしょうか。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「なし」の声あり） 

 

 ご発言がないようでございますので、この件は、後ほど議案第７号として、

改めて議題とさせていただくことといたします。 

 続いて、議事の（２）協議事項に移ります。初めに、議案第５号 平成 16

年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会事業計画について及び議案第６号 

平成 16 年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会予算についての２件につきま

しては、関連がございますので、一括して事務局より説明をお願いします。 

 

 それでは、議案第５号及び議案第６号について一括してご説明いたします。

 まず、議案第５号 平成 16 年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会事業計

画についてでございますが、資料の２ページをご覧願います。 

平成 16 年度事業計画につきましては、１の協議会、幹事会及び専門部会の

開催ですが、両市の合併に関し、必要な事項を協議するための会議の開催で

ございます。２の協議会だよりの発行ですが、さいたま市・岩槻市任意合併

協議会の機関紙である協議会だよりを引き続き発行するものでございます。

３の協議会ホームページの維持管理ですが、両市の市民を始め、より多くの

方々に情報発信をしておりますホームページにつきまして、より新しい情報

を発信するため、掲載内容更新等の維持管理を行っていくものでございます。

４の新市建設計画の策定ですが、合併協議会の役割の一つとしまして、合併

特例法で新市建設計画を作成することが規定されております。また、合併特

例債の適用を受けるためには、この計画に事業を位置付けておくことが必要

となりますことから、新市建設計画の策定業務を進めていくものでございま

す。５として、その他両市の合併についての調査研究でございます。 

 続きまして、議案第６号 平成 16 年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会

予算について説明をいたします。 

 資料の４ページをご覧いただきます。本予算（案）につきましては、歳入

歳出それぞれ 5,340 万 2,000 円とするものでございますが、まず、歳入につ

きましては、１款１項の負担金ですが、両市からそれぞれ 2,670 万円ずつの

協議会負担金を歳入としております。次に、２款１項の繰越金は、前年度繰

越金、３款１項の諸収入は、預金利子として、それぞれ科目設定させていた

だいておりまして、歳入合計 5,340 万 2,000 円でございます。 

 続いて、歳出について、５ページの事項別明細書により説明をさせていた

だきますので、５ページの歳出予算の欄をご覧いただきたいと存じます。 

 まず、１款１項の運営費ですが、3,106 万 7,000 円でございます。１目の会

議費は、347 万 5,000 円で、内訳としまして８節報償費は委員の出席謝礼金、

11 節需用費は協議会開催の際の会議用賄費及び会議録の印刷製本費、12 節役

務費は会議録編集のための筆耕翻訳料、14 節使用料及び賃借料は協議会、幹

事会等の際の会場借上料でございます。２目の事務費は、2,759 万 2,000 円で、

内訳といたしまして、９節は旅費、11 節需用費は事務用消耗品や封筒などの

印刷製本費、事務所の電気料等でございます。12 節役務費は、電話の通話料

及び郵便料等でございます。13 節委託料は、事務所清掃業務の委託料、14 節

使用料及び賃借料は、協議会事務所、コピー機、パソコンを含む事務機器の
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

借上料でございます。 

 次に、２項の事業費でございますが、2,233 万 4,000 円でございます。内訳

は、13 節委託料として協議会だよりの作成、配布にかかる委託料、ホームペ

ージの維持管理のための委託料でございます。 

 次に、２款１項は、予備費でございます。 

 以上、１款運営費及び２款予備費を合わせた歳出合計は、5,340 万 2,000 円

でございます。 

 以上、事業計画及び予算の説明とさせていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

 

 ただいま議案第５号及び議案第６号につきまして事務局より説明がありま

したが、この内容について、ご意見、ご質問などございますでしょうか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

 議案第５号 平成 16 年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会事業計画及び

議案第６号 平成 16 年度さいたま市・岩槻市任意合併協議会予算の２案件に

ついて、承認をいただいたということでお願いしたいと思います。 

 それでは、続いて議案第７号 岩槻市域の行政区の範囲、名称及び事務所

の位置について事務局より説明を願います。 

 

 議案第７号 岩槻市域の行政区の範囲、名称及び事務所の位置についてご

説明をいたします。 

 ８ページをご覧ください。岩槻市域の行政区の範囲、名称及び事務所の位

置については、次のとおりとする。   

 １ 行政区の範囲 現在の岩槻市の区域をもって、一つの行政区とする。 

 ２ 行政区の名称 岩槻区とする。 

 ３ 行政区の事務所の位置 岩槻市本町六丁目１番１号（現在の岩槻市役 

所）をもって、行政区の事務所の位置とする。 

以上簡単でございますが、議案第７号の説明とさせていただきます。よろ 

しくお願いいたします。 

 

 ただいまの議案第７号に関する説明について、ご意見、ご質問などござい

ますでしょうか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

 ご異議がないようでございますので、議案第７号 岩槻市域の行政区の範

囲、名称及び事務所の位置については、原案のとおり承認することとさせて

いただきます。 

 続きまして、議案第８号 財産の取扱いについてから議案第 28 号 各種事

務事業の取扱いについてまでの 21 議案については、既に提案の際に一度説明

をしておりますので、一括して簡潔にお願いをします。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 質疑等も一括して受けたいと思いますので、よろしくお願いをします。 

それでは、事務局、説明を願います。 

 

 議案第８号から議案第 28 号までは、一括してご説明をいたします。 

 前回及び前々回に提案した内容と変更がございませんので、簡潔にご説明

をいたします。 

 また、提案の時に資料として付けた現況比較につきましては、別冊で参考

資料として、まとめさせていただいております。 

 なお、本日も関係専門部会の正副部会長が出席しておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 それでは、まず、議案第８号 財産の取扱いについてですが、資料の 10 ペ

ージをお願いいたします。総括調整方針を「岩槻市の財産は、すべてさいた

ま市に引き継ぐものとする。」といたしました。 

 次に、議案第９号 地方税の取扱いについてですが、12 ページをご覧いた

だきたいと存じます。総括調整方針を「地方税は、さいたま市の制度に統一

するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりで

ございます。 

 次に、議案第 10 号 一般職の職員の身分の取扱いについてですが、14 ペー

ジをご覧ください。総括調整方針を「岩槻市の職員は、すべてさいたま市の

職員として引き継ぐものとする。」といたしました。 

 次に、議案第 11 号 条例、規則等の取扱いについてですが、16 ページをご

覧ください。総括調整方針を「条例、規則等は、さいたま市に統一するもの

とする。」といたしました。 

 次に、議案第 12 号 一部事務組合等の取扱いにつきましては、18 ページを

ご覧ください。一部事務組合等につきましては、埼清掃組合と埼斎場組

合は別扱いとしておりますので、総括調整方針は示しておりませんので、調

整方針を読ませていただきます。 

「（１）岩槻市が加入している埼玉県市町村消防災害補償組合及び埼玉県市

町村職員退職手当組合は、合併の日の前日をもって脱退するものとする。

（２）両市が加入している埼玉県都市競艇組合及び彩の国さいたま人づくり

広域連合は、さいたま市として引き続き加入するものとする。（３）岩槻市が

加入している埼玉県東部広域行政推進協議会は、合併の日の前日をもって脱

退するものとする。（４）岩槻市土地開発公社及び財団法人岩槻市施設管理公

社は、それぞれさいたま市土地開発公社及び財団法人さいたま市公立施設管

理公社に統合するものとする。（５）社会福祉法人岩槻市社会福祉協議会及び

社団法人岩槻市シルバー人材センターは、それぞれの団体の実情等を考慮し

ながら、社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会及び社団法人さいたま市シ

ルバー人材センターに統合するものとする。（６）岩槻市が加入している財団

法人埼玉伝統工芸協会などの団体は、さいたま市として加入するものとす

る。」といたしました。 

 次に、議案第 13 号 使用料、手数料等の取扱いにつきましては、20 ページ

をご覧ください。総括調整方針を「使用料、手数料等は、原則としてさいた

ま市に統一するものとする。」といたしました。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に、議案第 14 号 公共的団体等の取扱いにつきましては、22 ページをご

覧ください。総括調整方針を「公共的団体等は、特別の事情がある場合を除

き、各団体の実情を尊重しながらさいたま市に統合するよう調整に努めるも

のとする。」といたしました。 

 次に、議案第 15 号 補助金、交付金等の取扱いにつきましては、24 ページ

をご覧ください。総括調整方針を「補助金、交付金等は、原則としてさいた

ま市の制度に統一するものとする。なお、岩槻市のみの補助金、交付金等は、

実情を考慮し調整するものとする。」といたしました。 

 次に、議案第 16 号 慣行等の取扱いについてですが、26 ページをご覧くだ

さい。総括調整方針を「慣行等は、さいたま市の制度に統一するものとする。」

といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 次に、議案第 17 号 国民健康保険事業の取扱いにつきましては、28 ページ

をご覧ください。総括調整方針を「国民健康保険事業は、さいたま市の制度

に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のと

おりとなっております。 

 次に、議案第 18 号 消防団の取扱いにつきましては、30 ページをご覧くだ

さい。総括調整方針を「消防団は、さいたま市の制度に統一するものとする。」

といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 次に、議案第 19 号 ごみ・し尿処理事業の取扱いについてですが、32 ペー

ジをご覧ください。総括調整方針を「ごみ・し尿処理事業は、さいたま市の

制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧

のとおりでございます。 

 次に、議案第 20 号 社会福祉事業の取扱いについてですが、34 ページをご

覧ください。総括調整方針を「社会福祉事業は、さいたま市の制度に統一す

るものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでご

ざいます。 

 次に、議案第 21 号 障害者福祉事業の取扱いにつきましては、36 ページを

ご覧ください。総括調整方針を「障害者福祉事業は、さいたま市の制度に統

一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおり

でございます。 

 次に、議案第 22 号 高齢者福祉事業の取扱いにつきましては、38 ページを

ご覧ください。総括調整方針を「高齢者福祉事業は、さいたま市の制度に統

一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおり

でございます。 

 次に、議案第 23 号 児童福祉事業の取扱いにつきましては、40 ページをご

覧ください。総括調整方針を「児童福祉事業は、さいたま市の制度に統一す

るものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでご

ざいます。 

 次に、議案第 24 号 保健・医療事業の取扱いにつきましては、42 ページを

ご覧ください。総括調整方針を「保健・医療事業は、さいたま市の制度に統

一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおり

でございます。 

 次に、議案第 25 号 介護保険事業の取扱いについてですが、44 ページをご
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覧ください。総括調整方針を「介護保険事業は、さいたま市の制度に統一す

るものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでご

ざいます。 

 次に、議案第 26 号 水道事業の取扱いについてですが、46 ページをご覧く

ださい。総括調整方針を「岩槻市が経営する水道事業は、さいたま市が引き

継ぎ、さいたま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目

と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 次に、議案第 27 号 下水道事業の取扱いについてですが、48 ページをご覧

ください。総括調整方針を「下水道事業は、さいたま市の制度に統一するも

のとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでござい

ます。 

 次に、議案第 28 号 各種事務事業の取扱いについてですけれども、各種事

務事業につきましては、20 事業がございます。 

 まず、50 ページの広報広聴事業ですが、総括調整方針は、「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 

 次に、51 ページになります。コミュニティ施策ですが、総括調整方針は、

「さいたま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調

整方針は、ご覧のとおりとなっております。 

 次に、52 ページの情報公開事業ですが、総括調整方針は、「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 

 次に、53 ページ、防災事業ですが、総括調整方針は、「さいたま市の制度に

統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとお

りでございます。 

 次に、54 ページになりますが、男女共同参画事業につきましては、総括調

整方針を「さいたま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な

項目と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 次に、55 ページ、市民窓口業務につきましては、総括調整方針を「さいた

ま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、

ご覧のとおりでございます。 

 次に、56 ページになりますが、文化振興事業です。総括調整方針は、「さい

たま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針

は、ご覧のとおりでございます。 

 57 ページの環境対策事業ですが、総括調整方針は、「さいたま市の制度に統

一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおり

でございます。 

 58 ページをお願いします。交通対策事業ですが、総括調整方針を「さいた

ま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、

ご覧のとおりでございます。 

 次に、59 ページ、農業振興事業ですが、総括調整方針は、「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 次に、60 ページになりますが、商工・観光事業は、総括調整方針を「（１）

商工業振興事業は、さいたま市の制度に統一するものとする。（２）観光事業

は、原則としてさいたま市の制度に統一するものとする。なお、岩槻市のみ

にある観光事業は、実情を考慮し存続するものとする。」といたしました。主

な項目と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 61 ページ、勤労者・消費者関連事業は、総括調整方針を「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 

 次に、62 ページ、都市計画事業ですが、総括調整方針を「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 

 63 ページの道路事業でございますが、総括調整方針を「さいたま市の制度

に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のと

おりでございます。 

 次に、64 ページ、河川事業つきましては、総括調整方針を「さいたま市の

制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧

のとおりでございます。 

 65 ページ、住宅事業は、総括調整方針を「さいたま市の制度に統一するも

のとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでござい

ます。 

 次に、66 ページになりますが、学校教育事業につきましては、総括調整方

針を「さいたま市の制度に統一するものとする。」といたしました。主な項目

と調整方針は、ご覧のとおりでございます。 

 67 ページ、社会教育事業は、総括調整方針を「さいたま市の制度に統一す

るものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりでご

ざいます。 

 次に、68 ページ、議会ですが、総括調整方針を「さいたま市の制度に統一

するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧のとおりで

ございます。 

 次に、69 ページ、選挙でございますが、総括調整方針を「さいたま市の制

度に統一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針は、ご覧の

とおりでございます。 

 以上で議案の説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。

 

 議案第８号から議案第 28 号まで説明をいただきましたが、ご質問、ご意見

などございますでしょうか。 

 もしございます場合は、議案番号と質疑の内容についてご発言をお願いい

たします。 

よろしいでしょうか。  

 

（「はい」の声あり） 

 

 それでは、順に確認をしてまいりたいと思います。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 初めに、議案第８号 財産の取扱いについては、原案のとおり承認という

ことでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第９号 地方税の取扱いについて、原案のとおり承認という

ことでよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

続いて、議案第 10 号 一般職の職員の身分の取扱いについて、原案のとお

り承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 11 号 条例、規則等の取扱いについて、原案のとおり承認

してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続きまして、議案第 12 号 一部事務組合等の取扱いについて、原案のとお

り承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 13 号 使用料、手数料等の取扱いについて、原案のとおり

承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

続きまして、議案第 14 号 公共的団体等の取扱いについて、原案のとおり

承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 15 号 補助金、交付金等の取扱いについて、原案のとおり
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続きまして、議案第 16 号 慣行等の取扱いについて、原案のとおり承認し

てよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続きまして、議案第 17 号 国民健康保険事業の取扱いについて、原案のと

おり承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続きまして、議案第 18 号 消防団の取扱いについて、原案のとおり承認し

てよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 19 号 ごみ・し尿処理事業の取扱いについて、原案のとお

り承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 20 号 社会福祉事業の取扱いについて、原案のとおり承認

してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 21 号 障害者福祉事業の取扱いについて、原案のとおり承

認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 22 号 高齢者福祉事業の取扱いについて、原案のとおり承

認してよろしいでしょうか。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認とさせていただきます。 

 続いて、議案第 23 号 児童福祉事業の取扱いについて、原案のとおり承認

してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 24 号 保健・医療事業の取扱いについて、原案のとおり承

認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認とさせていただきます。 

 続いて、議案第 25 号 介護保険事業の取扱いについて、原案のとおり承認

してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がございませんので、承認とさせていただきます。 

 続いて、議案第 26 号 水道事業の取扱いについて、原案のとおり承認して

よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続いて、議案第 27 号 下水道事業の取扱いについて、原案のとおり承認し

てよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、承認させていただきます。 

 続きまして、議案第 28 号 各種事務事業の取扱いについて、原案のとおり

承認してよろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 ご異議がないようですので、これも承認とさせていただきます。 

それでは、次に進みたいと思います。 

 続きまして、議事の（３）提案事項に移りますが、初めに、提案第１号 新

市建設計画素案について事務局より説明を願います。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 それでは、提案第１号 新市建設計画素案についてご説明をさせていただ

きます。 

 新市建設計画につきましては、合併特例法第５条の規定に基づき、合併後

新市の位置付け、まちづくりの目標及びそれを実現するための具体的な事業

計画を示すものですが、本日ご説明させていただきます新市建設計画素案に

つきましては、去る 12 月 25 日の第４回任意合併協議会でご報告申し上げま

した新市建設計画案の策定方針を基に、企画財政専門部会に企画プロジェク

ト、財政プロジェクトを設置いたしまして、両市の職員及びコンサルにより

作成したものでございます。 

なお、ご説明する素案につきましては、現在県の方から移譲事務等の諸条

件が明確になっておりませんことから、現段階では財政計画を除いた計画と

なっておりますので、ご了承願いたいと存じます。 

 それでは、お手元の資料をご覧いただきたいと存じます。別冊の新市建設

計画（素案）という冊子をご覧ください。まず、目次をご覧いただきたいと

存じますが、新市建設計画（素案）は、大きくⅠ序論、Ⅱ新市の概況及び主

要指標の推計、Ⅲ新市建設の基本方針、Ⅳ施策の方向性及び概要という区分

けをいたしまして構成しております。 

 それでは、１ページよりご説明いたします。 

まず、序論ですけれども、１、合併の必要性と効果について記載してござ

います。両市の生活基盤や都市機能上の結びつきに加えまして、高度な商業

業務機能の集積した政令指定都市さいたま市と、人形という伝統工芸に象徴

される歴史文化に彩られた岩槻市が合併することで、両市の特性を生かした

一体的な都市形成が可能となります。さらに、（１）では、多様となる地域資

源を活用した、ヒト・モノ・情報の集まる活力ある都市の形成といたしまし

て、合併することにより、両市の多様な地域資源を生かした都市づくりが可

能となり、魅力ある政令指定都市として、また、首都圏の一翼を担う都市と

しての発展性が更に高まることとしております。 

 ２ページの（２）共通する課題に対する取り組みの強化といたしまして、

運輸政策審議会の答申を踏まえた地下鉄７号線延伸の取り組みや、自然資源

の維持、保全、高齢社会への対応等、重要な課題に関する諸施策を効率的、

効果的に進められるとしております。（３）では、大都市としての特性の活用

と魅力の向上といたしまして、大都市としての特性と岩槻市域に区民会議が

設置されることにより、市民主体の身近できめ細かなまちづくりの体制が一

層整備されることとしております。以上が合併の必要性と効果でございます。

 次に、３ページをご覧いただきたいと存じます。２、新市建設計画の策定

方針でございますが、第４回任意合併協議会でご報告させていただいた内容

となっております。（３）にありますように、計画の期間は、10 か年度として

ございます。また（５）の計画の基本指針の①でございますが、岩槻市第３

次総合振興計画を参考に、さいたま市総合振興計画を踏まえた計画としてご

ざいます。 

別添のＡ３判１枚の資料でございますが、そちらをご覧いただきたいと存

じます。新市建設計画（素案）とさいたま市及び岩槻市の総合振興計画との
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（会議経過）  
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関連という参考資料でございます。新市建設計画（素案）と両市の総合振興

計画を比較したものでございます。一番左側の欄がさいたま市総合振興計画

の都市づくりの基本理念、将来都市像、施策展開の方向、真ん中の欄に新市

建設計画（素案）の基本理念、将来都市像、施策の体系、そして右側の欄に

岩槻市の第３次総合振興計画のまちづくりの理念、将来都市像、施策の大綱

がございます。先ほど申し上げましたが、新市建設計画策定の基本方針とし

て、岩槻市の第３次総合振興計画を参考に、さいたま市総合振興計画を踏ま

えた計画を策定するということとされておりますので、左側と同様の項目が

真ん中の新市建設計画（素案）の項目となっております。なお、岩槻市の第

３次総合振興計画に掲げておりますまちづくりの理念、将来都市像、施策の

大綱の中のそれぞれの項目については、ご覧のように実線で結ばれていると

おり、それぞれの項目について反映されていることを示したものでございま

す。 

 それでは、元の資料に戻りたいと存じます。 

 素案の４ページをお願いいたします。まず、新市の概況及び主要指標の推

計でございます。まず、１の新市の概況、（１）位置及び地勢についてですが、

下の新市の地図をご覧いただきたいと存じます。東京都心を中心としまして、

北へ半径 20 キロメートルから 40 キロメートルに位置していることをお示し

してございます。面積は、両市を合わせて 217.49 平方キロメートルでござい

ます。地勢としましては、荒川、芝川、綾瀬川、そして元荒川等の河川がご

ざいまして、豊かな水と緑を有した環境とともに、新市の西部から中央部に

かけては、南北方向に走る鉄道網によって、密度の高い市街地が形成されて

いる一方、東部の方では、東西に延びる東武野田線の駅周辺を核として、帯

状に形成された市街地等から形成されております。 

 次に、５ページの人口及び世帯でございますが、平成 12 年の総人口は、113

万 3,300 人で平成２年に比較しまして、約 12 万 6,000 人の増、12.5％の伸び

率でございます。県全体の人口に占める割合も 15.7％から 16.3％に増加して

いることを示しております。下の図ですが、年齢３区分別人口は、平成２年

と比較すると、年少人口の減少、また、老年人口の増加が顕著で、少子・高

齢化が加速していることを示しております。 

 次に、６ページになりますが、図にありますように、この図では、世帯数

と１世帯当たりの人員を示したものでございます。平成２年から約８万 6,000

世帯増加しており、25.5％の伸び率を示しております。一方、１世帯当たり

の人員は、ご覧のように 2.97 人から 2.67 人に減少しており、核家族化の進

行がうかがえます。 

 次に、（３）産業でございますが、７ページの上の図をご覧ください。就業

者数と従業者数は、ともに増加を続けております。折れ線は、就従比の推移

を示しておりますが、数値が上昇してきております。0.81 から 0.84 と数値が

上昇してきており、ベッドタウンから業務地としての性格が強まっているこ

とを示しております。また、下の産業別従業者数構成比の図でございますが、

平成 12 年における埼玉県との比較は、第１次産業及び第２次産業が少なく、

第３次産業の構成比が著しく大きいことが特徴となってございます。 

 次に、主要指標の推計ですけれども、９ページをご覧ください。ただいま
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申し上げました新市の人口及び世帯、産業についての指標の推計を掲げてご

ざいます。計画を 10 か年で設定しておりますので、平成 26 年度の年齢別の

人口・構成比、世帯数、就業者数等々推計値を示させていただいてございま

す。人口は、平成 26 年度 129 万 8,000 人、世帯数は、54 万 7,000 世帯に達す

ると推計しております。 

 次に、10 ページをお願いいたします。第３章新市建設の基本方針について

ご説明させていただきます。 

 まず、10 ページの（１）新市建設の基本理念につきましては、囲みの中に

ございますように、市民と行政の協働、人と自然の尊重、そして未来への希

望と責任の三つを掲げさせていただいております。 

 次に、11 ページになりますが、（２）の将来都市像につきましては、多彩な

都市活動が展開される東日本の交流拠点都市、見沼の緑と荒川の水に象徴さ

れる環境共生都市、若い力の育つゆとりある生活文化都市の３点を将来都市

像として掲げ、新たな都市づくりを目指すこととしております。 

 次に、12 ページをお願いいたします。２、岩槻区域の位置付けでございま

すが、新市の将来都市像の中で、岩槻区域の新市での位置付けを明らかにす

るため、三つの項目を立ててまとめさせていただいております。一つ目は、

多核連携型の都市構造における拠点機能ということで、地下鉄７号線延伸の

促進や東北自動車道の活用をはじめとする道路・交通機能の向上等により新

市全体としてのコンパクトな都市づくりの役割を担うこと。二つ目は、特色

ある新しい文化の創出と交流の活性化ということで、地域固有の歴史・文化

や伝統的な人形づくりを生かした特色ある地域文化を形成していくこと。ま

た、盆栽村などとの連携を進めながら、地域固有の歴史的な文化を広く情報

発信して、新市における多様で広域的な交流の拠点を形成していくこと。三

つ目は、恵まれた水と緑を生かした居住空間の提供ということで、恵まれた

自然環境と調和し、水と緑に恵まれた居住空間を提供するとともに、美園地

区と連携した国際アメニティタウンの形成、地下鉄７号線沿線の計画的な整

備等を推進すること。 

以上３点を岩槻区域の位置付けとさせていただいております。 

 次に、13 ページをお願いいたします。３、都市構造の基本方針でございま

すが、新市の都市構造につきましては、都市軸、土地利用、拠点の観点から

その方向性を示させていただいております。まず、一つ目、（１）都市軸の構

成と機能でございますが、下の図をご覧ください。新市から南北方向の道路・

鉄道に沿って南の東京方面に伸びているラインと北の北関東・東北地方及び

上信越地方に伸びているラインを中央都市軸として位置付けております。中

央都市軸の機能は、多彩な都市活動が展開される東日本の交流拠点都市の実

現を目指すものでございます。一方、新市を中心に左右に伸びている点線の

ラインを交流・連携軸と位置付けております。交流・連携軸の機能は、東京

中心部から環状方向に位置する業務核都市などとの連携を促進するととも

に、中央都市軸との相乗効果により、都心部からの機能分散の受け皿として

都市機能の集積と機能の高度化を誘導するものでございます。 

 次に、14 ページをご覧ください。（２）土地利用ゾーンの構成でございます。

下の方に土地利用ゾーンの図を示してございます。新市の土地利用ゾーンは、
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都市ゾーン、市街地ゾーン、緑地ゾーンという三つのゾーンで構成させてい

ただきました。都市ゾーンは、新市の中央部を南北方向に縦断します鉄道に

沿った区域で、市街地の再生を図りながら高次都市機能の集積を進めるとと

もに、都市機能の有機的な連携を強化し、魅力ある広域交流拠点の形成を目

指しています。市街地ゾーンは、都市ゾーンを囲むように都市ゾーンの東西

両側と浦和美園駅周辺、それから岩槻駅周辺の市街化区域となっております。

それぞれの地区の特性を踏まえながら、土地利用の再編の誘導、生活基盤の

整備や緑の空間の創出を目指すとともに、防災面や環境面に配慮した利便性

の高い市街地の形成を進めます。緑地ゾーンでございますが、見沼田圃、荒

川河川敷や元荒川を中心として新市の市街地を囲むように配置されておりま

す。自然環境の保全と農業の振興を基調としながら、水と緑のネットワーク

の骨格の形成、また、市民生活にやすらぎや潤いを提供する空間として、そ

の活用・創造を図ります。 

 次に、15 ページの（３）拠点の構成と機能についてご説明申し上げます。

 拠点は、都心、副都心、地域拠点から構成をいたしております。 

 16 ページの拠点の構成と配置図をご覧いただきたいと存じます。まず、都

心につきましては、最も色の濃い部分で２か所ございます。大宮駅周辺・さ

いたま新都心周辺地区と浦和駅周辺地区でございます。高次都市機能の集積

により新市の都市活動の基幹的な役割を果たすもので、業務核都市として首

都機能の一翼を担ってまいります。副都心につきましては、都心と連携しな

がら、都市機能を補完する役割を担うゾーンということで、日進・宮原地区、

武蔵浦和地区、美園地区、岩槻駅周辺地区の四つの地区を指定しております。

それぞれの副都心の位置付けですが、日進・宮原地区及び武蔵浦和地区につ

きましては、商業・業務機能と都市型住宅を併せ持った高次複合都市を目指

す副都心でございます。美園地区は、商業・業務機能とともに、スポーツ・

交流・自然をテーマに、快適空間、快適生活を創造する国際アメニティタウ

ンを目指す副都心でございます。また、岩槻駅周辺地区は、多くの歴史文化

資産や一定の都市機能の集積があり、将来的にも、また対外的にも高次の情

報発信と交流活動の展開が可能であることから、他の副都心とは、またひと

味違う特色ある副都心を目指しております。図には示しておりませんが、地

域拠点は、行政レベルでの市民の多様な活動や日常生活の中心となる拠点で

ございます。 

 次に、第４章 17 ページになりますけれども、施策の方向性及び概要でござ

いますが、新市の一体性の速やかな確立及び地域の均衡ある発展と住民福祉

の向上を図るため、新市建設の基本方針に基づき、施策の体系に沿って、総

合的かつ計画的な整備を推進してまいります。 

 18 ページに施策の体系を示してございますが、環境・アメニティの分野か

ら交流・コミュニティの分野まで、七つの分野からの構成とさせていただい

ております。それぞれ各分野の施策につきましては、ご覧のとおりとなって

おります。都市づくりを実現するための具体的な施策を定めるもので、岩槻

市の第３次総合振興計画を参考に、さいたま市の総合振興計画を踏まえて作

成されております。具体的には、19 ページ以降、29 ページまで、それぞれの

施策の方向性と施策の概要についてまとめさせていただいておりますが、
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個々の内容につきましては、後ほどご覧いただきたいと存じますので、よろ

しくお願いを申し上げます。 

 以上で新市建設計画（素案）の説明を終わりにさせていただきますが、な

お、ＰＲ用に別冊として、新市建設計画（素案）の概要を８ページにまとめ

たものを作成いたしました。併せてご参照願えればと存じます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

 ただいまの提案第 1号につきまして、ご質問などございますでしょうか。

 

（「なし」の声あり） 

 

 よろしいでしょうか。  

それでは、次に進みたいと思います。 

 続きまして、提案第２号 行政機関の取扱いについて事務局より説明をお

願いします。 

 

 それでは、提案事項の２ページをお願いいたします。提案第２号 行政機

関の取扱いについてご説明をいたします。 

 ３ページの別紙をご覧いただきたいと存じます。総括調整方針を「行政機

関は、原則としてさいたま市の制度に統一するものとする。」といたしました。

編入合併の場合、編入される市の組織・機構はなくなりまして、編入する市

がその事務を引き継ぐこととなります。現況欄にございますが、さいたま市

の執行機関は、本庁の市長事務部局が７局 18 部 74 課、区役所が９区で 18 部

95 課、岩槻市の市長事務部局は、５部 36 課となってございます。また、附属

機関といたしましては、防災会議や国民健康保険運営協議会など法令による

もの及び情報公開・個人情報保護審査会や下水道事業審査会など条例による

ものを併せまして、さいたま市は 73 機関、岩槻市は 39 機関ございます。参

考に４ページから６ページまで両市の組織図を付けさせていただいておりま

す。 

 以上、簡単ですけれども提案第２号 行政機関の取扱いの説明を終わらせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 ただいまの提案第２号につきまして、ご質問などございますでしょうか。

 

（「なし」の声あり） 

 

 それでは、先に進ませていただきたいと思います。 

 続いて、提案第３号 町・字名の取扱いについて事務局より説明を願いま

す。 

  

 それでは、７ページ、提案第３号 町・字名の取扱いについてご説明をい

たします。 

 ８ページの別紙をご覧いただきたいと存じます。町・字名の取扱いにつき
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ましては、総括調整方針を「町・字の名称及び区域は、現行のとおりとする。」

とさせていただきました。合併に際しましては、同一区内において重複がな

いよう配慮する必要がございます。両市で町・字名の表記と読みが同一のも

のとしまして、この備考欄にございますように仲町（なかちょう）、宮町（み

やちょう）、大谷（おおや）、大戸（おおと）がございます。仲町（なかちょ

う）は、さいたま市の大宮区と浦和区にそれぞれ仲町がございます。岩槻市

にも仲町という町名がございます。また、宮町は、さいたま市の大宮区に宮

町があり、岩槻市にも宮町がございます。大谷につきましては、さいたま市

の見沼区に大字大谷がございまして、岩槻市にも大字大谷がございます。ま

た、大戸につきましては、さいたま市の中央区に大戸という町名がございま

して、岩槻市には、大字大戸がございます。また、表記が同じで読み方が違

う町名といたしまして、さいたま市には、大宮区に東町（あずまちょう）が

ございます。岩槻市には、東町（ひがしちょう）という町名がございます。

いずれにいたしましても行政区が別になりますと、同一区内に同一地名が発

生いたしませんので、町・字名は、現行のとおりとさせていただいておりま

す。 

 以上で提案第３号 町・字名の取扱いの説明を終わらせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

 

 ただいまの提案第３号につきまして、ご質問などございますでしょうか。

 

（「なし」の声あり） 

 

 それでは、ご発言はないようですので、次に進ませていただきます。 

 続いて、提案第４号 各種事務事業（消防業務）の取扱いについて事務局

より説明をお願いします。 

 

 それでは、９ページの提案第４号 各種事務事業の取扱いについてですが、

10 ページをご覧いただきたいと存じます。各種事務事業の取扱いの消防業務

につきましてですが、総括調整方針を「消防業務は、さいたま市の制度に統

一するものとする。」といたしました。主な項目と調整方針といたしまして、

火災等出動計画は、「さいたま市の制度に統一する。」、消防水利の整備計画は、

「合併後、さいたま市の計画に統一する。」、消防緊急情報システムは、「さい

たま市の制度に統一する。」、女性消防隊は、「さいたま市の制度を適用する。」

といたしました。 

 次のページに現況比較がございますので、ご覧いただきたいと存じます。

火災等出動計画は、消防部隊を効率的に運用して被害の軽減を図るものでご

ざいます。さいたま市では、災害の種別を 15 区分として、種別ごとに部隊編

成をしております。岩槻市は、市内を北と南のエリアに区分してございます。

次に、２の消防水利の整備計画につきましては、両市、それぞれご覧のよう

に年次別の整備計画を立てております。３の消防緊急情報システムですが、

災害時の通報受付から出動指令に至るまで、迅速かつ効率的な処理を目的と

しておりまして、さいたま市では政令市型、岩槻市では自治省Ⅱ型という消
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議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

青木委員（さいたま市

議会議員） 

議長 

 

青木委員（さいたま市

議会議員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

防緊急情報システムを採用しております。次に、４の女性消防隊につきまし

ては、さいたま市のみの制度でございますが、一般家庭からの出火防止及び

火災予防の啓発を目的としたもので、１隊４分隊33人で組織されております。

防火思想の普及、初期消火技術の習得などの活動をしております。 

 以上が提案第４号 各種事務事業の取扱い、消防事業についてのご説明で

ございます。よろしくお願いいたします。 

 

 ただいまの提案第４号につきまして、ご質問などございますでしょうか。

 

（「なし」の声あり） 

 

 それでは、ご発言がございませんので、ただいまの提案事項、計４件につ

きましては、それぞれ両市の委員さん方に持ち帰っていただき、ご検討を願

い、次回以降の協議会で議案として審議させていただきますので、よろしく

お願いをいたしたいと思います。 

 次に、進みたいと思います。 

議事の（４）その他でございますが、委員の皆様の方で、何かこの際、ご

質問等ございますでしょうか。 

 

 議長 

 

 青木委員 

 

 議長さんのお許しをいただきましたので、発言をさせていただきたいと存

じます。 

 前回の協議会において、提案されました埼清掃組合と埼斎場組合の一

部事務組合に関する課題解決の方針についてですが、さいたま市議会を代表

して質問させていただきたいと存じます。 

 この件の取扱いに関しましては、前回の協議会において、さいたま市にお

いてその内容について検討をするとされたところでありますが、さいたま市

議会においては、合併問題調査特別委員会で検討いたしましたが、その際の

意見として、埼清掃組合について、議論になりましたので、その方針を作

成された岩槻市さんにお聞きしたいと存じます。 

 そのお聞きしたい内容は、埼清掃組合の具体的な取扱いについてであり

まして、合併した後も組合に残るのか、それとも組合を脱退して委託にする

のか、具体的にどのようになさるのか、一部事務組合ですので、相手方の市

町があることで難しいこととは存じますけれども、できれば明示していただ

きたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

 

 ただいまの青木委員の発言に対しまして、岩槻市の方の考え方はいかがで

しょうか。 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

議長 

 

佐藤（征）委員（岩槻

市長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

青木委員（さいたま市

議会議員） 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 佐藤（征）委員 

 

 それでは、岩槻の考え方ということでございますので、私の方からお答え

させていただきたいと思います。 

 今の青木委員さんの埼清掃組合の具体的な取扱いを明示してほしいとい

うことでございますが、岩槻市分のし尿の処理につきましては、さいたま市

との合併後も引き続き現有の施設というか埼清掃組合の施設で継続をして

処理をしてもらうと、ただ、その事業の形態につきましては、青木委員さん

のお話のとおり、相手のあることでもございますので、岩槻市としてはこれ

から所要の手続をした上で、事業を委託する方式で調整をさせていただきた

いというふうに考えておりますので、ご理解をいただければありがたいとい

うふうに思います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 ありがとうございました。 

 ただいま岩槻市の方からも考え方が表明されましたが、青木委員、よろし

いでしょうか。 

 

 どうもありがとうございました。 

 ご回答をいただきまして、持ち帰ってですね、次回の合併問題調査特別委

員会でご報告をさせていただきたいと存じます。 

 ありがとうございました。 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、この件につきましては、よろしくお願いをいたします。ほかに

何かご意見等ございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 それでは、審議は、以上といたしまして、事務局から、その他として次回

の日程等について、報告を願います。 

 

 事務局からその他として３点ほどございます。 

 まず、お配りした資料でございますけれども、お手元に協議会だより第２

号をお配りしてございます。内容につきましては、第４回から第６回までの

協議会の内容と両市の紹介でございます。今月末までに両市の全戸に戸別配

布を完了する予定でございます。 

 次に、お手元にある地図でございますけれども、協議の参考にということ

でさいたま市と岩槻市を合わせた３万分の１の地図を作製しておりますので

ご活用いただければと存じます。 

 それから、３点目、次回の日程でございますけれども、４月 20 日、火曜日

午後２時から、同じくこのときわ会館５階の大ホールを予定しておりますの

で、よろしくお願いをしたいと存じます。事務局からは以上でございます。 

 

 それでは、ただいま事務局より会議日程について報告がございました。４
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵藤会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 20 日火曜日ということでございますので、よろしくお願いをいたします。

 以上をもちまして、本日の議事は、すべて終了をいたしました。 

 委員の皆様方のご協力に心から感謝を申し上げ、議長の座を降ろさせてい

ただきます。 

 どうもありがとうございました。 

  

 兵藤会長、大変お疲れさまでございました。本日の議事がスムーズに終了

することができました。 

 ご協力を賜り、誠にありがとうございました。 

 さて、最後になりましたが、委員の皆様に申し上げます。 

 本日まで、当任意合併協議会の会長をお務めいただいておりました兵藤学

長さんが、今月末をもちまして埼玉大学学長を退任されることとなりました。

 兵藤会長さんには、任意合併協議会の設立以来、今日まで協議会運営に多

大なご尽力をいただいてまいりました。学長退任に伴い、協議会の委員も辞

されることになりました。 

 残念ではございますけれども、ここでごあいさつをいただきたいと思います。

 兵藤会長、お願いいたします。 

 

 今司会の方からございましたように、この３月 31 日をもって、任期がまい

りますので、埼玉大学の学長を退任することとなりました。それに伴いまし

て、さいたま市・岩槻市任意合併協議会の委員並びに会長を退任させていた

だくことになりましたので、一言ごあいさつを申し述べさせていただきたい

と思います。 

 昨年の７月 15 日、さいたま市・岩槻市任意合併協議会が設立され、さいた

ま市と岩槻市の両市長さんのご推挙をいただきまして、本協議会の委員並び

に会長として就任をさせていただきました。 

 私は、６年間埼玉大学の学長として仕事を務めてまいりましたが、埼玉県

に存在する唯一の国立大学として、地域社会に幾らかでも貢献することが

我々埼玉大学の重要な課題、任務の一つでなければならないと思い、幾つか

の仕事もさせていただきました。今回この任意合併協議会の仕事をお受けし

たのもそういう気持ちからでございます。 

 協議会の発足以来、今日まで７回にわたる任意合併協議会を開催したとこ

ろでございますが、微力ながら両市の合併協議の推進に幾らかはお力添えが

できたのではないかというように思ってございます。 

 この間、委員の皆様には、格別なご協力を賜りましたことに対しまして、

この場をお借りして、心より深く感謝とお礼を申し上げたいと存じます。 

 私は、この度委員並びに会長の職を退くことになりましたが、この協議会

が今後法定協議会に移行いたしまして、両市の合併協議が順調に進むことを

念願いたしますとともに、この新さいたま市が更に一層発展することをお祈

りしたいと思います。 

 委員の皆様を始め、本日ご列席いただいております皆様方のご健勝とご多

幸を心から祈念をいたしまして、退任のあいさつとさせていただきます。 

 どうも大変ありがとうございました。（拍手） 
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（会議経過）  

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ありがとうございました。兵藤会長さんには、今後とも、当協議会へのご

支援、ご協力をお願い申し上げますとともに、健康には十分留意され、一層

のご活躍、ご発展をご祈念申し上げたいと存じます。 

 大変ありがとうございました。 

 なお、兵藤会長さんの後任といたしまして、４月より、同じく埼玉大学の

次期学長予定でございます田隅三生名誉教授に就任いただくこととなってご

ざいますので、ご報告させていただきます。 

 以上をもちまして、第７回さいたま市・岩槻市任意合併協議会を終了させ

ていただきます。 

 大変ありがとうございました。 
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